
　オーダーメイドブライダ
ルジュエリー 専 門 店
「SORA」（東京都渋谷区、
丸山聰社長）が、多様性を
尊重し、誰もが自分らしく
生きる社会を目指す活動
の一環として、プライド
ウィーク*期間中の4月20
日～5月7日までの間、『特
定のジェンダーに限らず全
ての人が結婚指輪を持つ
権利があり、結婚指輪に
よって愛をつなぐ表現の自
由があることを伝える』キャ
ンペーンを、SORA公式
Twitterにて実施した。
　このキャンペーンは、結
婚指輪を持ちたいと望む
カップルが、ジェンダーに
よって制限を受けない社会
をつくることを目的に開催。
　これまで結婚指輪は、男

女のカップル
を対象とした
ものという認
識が多かった
ため、同性カッ
プルやジェン
ダーの多様性
を持つカップ

ルが表現の自由を享受できる環境が十
分に整っていなかったことを捉え、同
キャンペーンにおいてリツイートすること
で、全ての人が結婚指輪を持つ権利を
支持し、愛をつなぐ表現の自由を追求し
ている姿勢を示すことができるとした。
　キャンペーンに参加することで、愛に
対する多様性や包括性が広がり、全て
のカップルが結婚指輪を用いて愛を祝
福できる世界を目指すことができる。
　SORAは、リツイートキャンペーンを
通じて、結婚指輪に対する固定観念に
とらわれずに、全てのカップルが愛のシ
ンボルとして結婚指輪を持つことがで
きる世界の創出を願っている。
　＊プライドウィークは、LGBTQ+コ
ミュニティーに関する様々なイベントが
開催される期間で、人々が愛と友情の
もとに集まり、LGBTQ+の権利保障が
どこまで進みどこにまだ問題点がある
かを祝い示す機会となっている。世界
標準では6月が多いようだ。

　全国に7店舗展開する、目の前で
オーダーリングを作る「glanta（グレン
タ）」（㈱スロイ）が、4月15日、心斎橋
エリアに大阪店をオープン。指のサイ
ズぴったりに合わせて職人が手作りす
る『My Ring』をはじめ、自分でリング
作りができる『Work Shop』を展開し
ている。
　関西2店舗目となる「glänta 大阪

店」は、道頓堀の戎橋（えびすばし）か
ら徒歩1分ほどに位置する。
　指のサイズに合わせ5～10分で職
人が目の前で手作りするオリジナルの
オーダーリング「My Ring」をはじめ、
自身でリング作りができる「Work 
Shop（手作り指輪体験）」や、セミオー
ダーのオリジナルアクセサリー（ピア

ス・ネック
レス・バン
グル・ブレ
スレット）
を販売し

ている。
　同店は、足を運ぶことなく画面の中
で好きなものが手に入る今の時代に、
「聞こえる音・素材に触れる感覚・移り
変わる光景」など、店で直接“体感”し
てもらうことを大切にしている。
　また、出来上がった指輪はその場で
受け取れるので、ショッピングや観光
の途中でも気軽に立ち寄れる。MY 
Ringの価格は980円～。素材は真鍮・
シルバー925のほか、K10やK18も用
意。制作時間は1本約5分～。Work 
Shopの制作時間は1時間程度。
　大阪店のほか、吉祥寺店・下北沢
店・鎌倉店・鎌倉Work Shop店・川越 
鐘つき通り店・川越 蔵のまち店・京都
店を展開中。

　2011年3月のシリア内戦勃
発から12年余りが経ち、その間
に550万人を越える人々が難
民となった。2012年に設営され
たヨルダンのザータリ難民キャ
ンプには現在82,000人以上が
暮らしている。
　教育の価値を強く重んじる
「ブルガリ」は、セーブ・ザ・チル
ドレンを通して2014年からザー
タリ難民キャンプの子どもたち
の支援を続け、2017年からは
約55,000人が暮らすアズラク
難民キャンプでも支援を開始し
た。ブルガリとセーブ・ザ・チルド
レンは、より大きな資金援助の
一環として行われた累計600万
ユーロに上る寄付金により4つ
の幼稚園を支援し、教育支援と
心理的支援、基本的ニーズのケ
ア、普段の生活における保護を
行い24,000人以上の危機的な
状況にある子どもたちの生活を
向上させてきた。

　学校教育の優先対象外であるため
にニーズが見過ごされがちな未就学
年齢の子どもたちを対象に、ブルガリ
とセーブ・ザ・チルドレンは4つのアー
リー・ラーニングセンター（ELC）を立
ち上げた。この4つの幼稚園では、読み
書きや計算だけでなく子どもたちの認

知能力、社会性、感情の健康
を育むよう考えられた、年齢に
応じた活動が行われている。
　ここに通う家族はそれぞれ
異なる事情を抱えている。16
歳の時に戦火を逃れたムンハ
ダ氏は、3人の子どもの勇敢な
母だ。多血症を患う4歳の息
子ヌール氏とELCに通い始め
て2年目となりヌール氏の学習
能力やスキルが向上していく
様を見てきた。セーブ・ザ・チル
ドレンの包括的アプローチに
より、より良い子育てと積極的
な母子交流の支援を受けられ
ただけでなく家庭学習を支援
する専用ツールも使用すること
ができた。
　また、小さな子のそばにいる
のは母親ではないこともある。
7歳でキャンプに入った16歳
のラシャ氏はセーブ・ザ・チル
ドレン アドルセントガールズ・
エンパワーメント・レッド

（AGEL）センターに通うことにより大
きな変化を経験している。センターへ
の入学は弟がELCレインボーセン
ターに通っていたことにより実現した
チャンスだった。エンパワーメントを通
じ、15歳の友だちの意思に反した結
婚を止めることにも成功した。彼女は
これからも自分の幼い兄弟たちだけで
なくコミュニティに良い影響を与える
存在であり続けるでしょう。
　セーブ・ザ・チルドレンとの長きにわ
たるパートナーシップを誇るブルガリ
は「セーブ・ザ・チルドレン」ジュエリー
コレクションの売上を通じ累計1億ド
ル以上をセーブ・ザ・チルドレンに寄付
し、世界中で200万人以上の恵まれな
い子どもたちに支援を行っている。　5月18日～20日までの3日間、神戸

国際展示場で「第27回 神戸国際宝飾

展」（IJK）が開催される。
　新型コロナウイルス感染拡大前と同
じ状態で開催するIJKには、既に多くの
海外バイヤーからの来場に関する問い
合わせが来ているとのことで、海外の
出展社も多数出展することが既に決

まっている。入
国規制の緩和
後初となるIJK
に 期 待 が 高
まっている。

　結婚指輪工房「ith（イズ）」
を手掛けるアーツアンドクラフ
ツ㈱は、4月14日に、海外2号
店となる台北忠孝大安アトリ
エをオープンした。
　2022年11月のシンガポー
ルへの海外初出店以降、「ith」
は現地の顧客より予想を上回
る支持を得ている。これを受
け、アジア圏で高まるオーダーメイドブ
ライダルジュエリー需要に応えるべく、
海外2号店として台湾にith台北忠孝
大安アトリエをオープン。台湾の顧客
が抱くそれぞれの要望や物語を、日本
の職人がそれぞれ1点ものの結婚指
輪・婚約指輪として、made in Japan

品質にて仕立てる。
　まず台北の街に降り立ち真っ
先に感じたのは、「建築とデザイ
ンの自由なエネルギー」だとい
う。古い建物を部分的にリノベー
ションした先進的なショップや、
伝統的なデザインにトロピカル
な原色を融合させたグラフィック
に彩られる台北の街からインス

ピレーションを得て、「古くて新しい」とい
うコンセプトでアトリエを作り上げた。
　新店のスタッフは「カップル一組一
組の物語を形にするのがithの指輪づ
くりです。ジュエリーとしての品質はも
ちろん、デザイン選びの過程やアトリ
エで過ごすお時間も、お客様の素敵な

世界中のジュエリーが
神戸に集結！

イタリア、香港、タイ、スリランカなど！

目の前でオーダーリングを作る
ハンドメイドアクセサリー「グレンタ」

SORA

「ith／イズ」

5月18日～20日にIJK開催
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思い出として
お届けいたし
ます」と意気
込みを語って
いる。

全国に7店舗展開

㈱ 萩原
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